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砂
川
市
名
誉
市
民
の
中
川
徳
男
氏

（
94
）
が
8
月
10
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　
中
川
氏
は
、
砂
川
町
（
現
・
砂
川

市
）
出
身
で
、
昭
和
17
年
～
同
57
年

ま
で
の
40
年
間
砂
川
市
役
所
に
奉
職

さ
れ
、
こ
の
間
、
総
務
部
長
や
建
設

部
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
58
年
４
月
24
日
、
第
３

代
砂
川
市
長
に
就
任
し
、
平
成
11
年

４
月
25
日
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の
４

期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
政
の

発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
就
任
以
来
、
市
民
全
体
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
生
活
の
安
定
、
環
境
整

備
な
ら
び
に
ふ
れ
合
い
の
心
を
基
本

理
念
と
し
て
市
政
に
民
意
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
地
域
振
興
お
よ
び
住
民
福

祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
砂
川
市
が
長
年
石
狩
川
な
ど
の
氾

濫
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
き

た
こ
と
か
ら
、
特
に
治
水
対
策
に
意

を
注
が
れ
ま
し
た
。
当
時
、
国
に
お

い
て
石
狩
川
流
域
で
の
洪
水
調
整
池

と
し
て
遊
水
地
事
業
が
計
画
さ
れ
た

際
に
は
、
関
係
機
関
に
対
し
積
極
的

な
誘
致
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
砂

川
遊
水
地
の
多
目
的
利
用
を
図
る
た

め
、
財
団
法
人
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
協

会
を
設
立
し
、
そ
れ
ら
の
運
動
に
よ

り
事
業
が
着
実
に
進
み
、
平
成
７
年

に
砂
川
遊
水
地
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
遊
水
地
へ
流
れ
入
る
パ

ン
ケ
歌
志
内
川
が
洪
水
に
よ
り
逆
流

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
ペ
ン
ケ
歌

志
内
川
へ
の
河
川
ト
ン
ネ
ル
の
新
設

を
関
係
機
関
へ
粘
り
強
く
働
き
か
け

た
結
果
、
平
成
10
年
に
完
成
し
、
市

民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
治
水
対

策
が
完
成
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、

環
境
庁
の
快
適
環
境
都
市
（
ア
メ
ニ

テ
ィ
タ
ウ
ン
）
の
計
画
策
定
に
名
乗

り
を
上
げ
、
道
内
唯
一
の
モ
デ
ル
地

域
と
指
定
さ
れ
た
後
は
ア
メ
ニ
テ
ィ

タ
ウ
ン
計
画
を
基
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
宮
川
地
区
の
旧
三
井

東
圧
社
宅
群
の
改
良
住
宅
へ
の
建
替

え
事
業
の
完
成
な
ど
に
よ
る
住
宅
政

策
の
充
実
、
各
小
中
学
校
の
統
合
・

改
築
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
複
合
施
設

の
建
設
な
ど
の
社
会
福
祉
政
策
の
充

実
、
北
海
道
子
ど
も
の
国
の
世
界
の

七
不
思
議
・
砂
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
の
完
成
に
よ
る
観
光
財
産
の
創

出
な
ど
、
現
在
の
砂
川
市
の
骨
格
を

な
す
施
設
整
備
や
施
策
実
施
に
大
き

中
川
徳
男
氏
　
略
歴

　
昭
和
２
年
10
月
30
日　
砂
川
町
で
出
生

　
昭
和
17
年　
砂
川
国
民
学
校
高
等
科
卒
業

　
昭
和
17
年　
砂
川
市
役
所
奉
職

　
昭
和
58
年　
砂
川
市
長
（
４
期
）

【
主
な
役
職
】

　
昭
和
58
年
６
月
13
日
～
平
成
13
年
６
月
20
日

　
　
北
海
道
子
ど
も
の
国
協
会
副
理
事
長

　
昭
和
61
年
４
月
１
日
～
平
成
11
年
４
月
25
日　

　
　

�

北
海
道
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
会
長

　
平
成
元
年
５
月
29
日
～
同
11
年
４
月
25
日

　
　
北
海
道
河
川
環
境
整
備
促
進
協
議
会
会
長

　
平
成
３
年
７
月
18
日
～
同
11
年
４
月
25
日

　
　
全
国
ア
メ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
副
会
長

　
平
成
７
年
３
月
28
日
～
同
11
年
４
月
25
日

　
　
全
国
特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
協
議
会
副
会
長

　
平
成
７
年
５
月
26
日
～
同
11
年
４
月
25
日

　
　
北
海
道
市
長
会
副
会
長

　
平
成
９
年
６
月
４
日
～
同
10
年
６
月
３
日

　
　
全
国
市
長
会
副
会
長

　
平
成
９
年
７
月
30
日
～
同
12
年
３
月
31
日

　
　
石
狩
川
振
興
財
団
理
事
長

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
平
成
12
年

に
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章
、
同

15
年
に
は
、
砂
川
市
名
誉
市
民
に
推

挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
川
氏
の
ご
功
績
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
在
り
し
日
の
姿
を
お
し
の

び
い
た
し
ま
す
。

名
誉
市
民
、
元
砂
川
市
長

故 
中 
川 

徳 

男 

氏 

を 

し 

の 

ぶ


